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徳島県におけるオセルタミビル（商品名：タミフル）耐性を示す 

遺伝子変異が検出された新型インフルエンザウイルスについて 

 
 
 
 

徳島県から、タミフル耐性を示すＨ２７５Ｙの遺伝子変異を持つ新型インフ

ルエンザウイルスが分離されたとの報告がありましたので、その概要につい

て、別紙のとおり、情報提供します。 
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資料提供

月日（曜日） 担当課名 電話 担当者

７月２８日（火） 健康増進課長 088-621-2736 石 本

１５：３０ 感染症疾病対策室長 088-621-2228 大 西

抗インフルエンザウイルス薬「タミフル」に耐性を示す

遺伝子変異が検出された新型インフルエンザウイルス

(インフルエンザＡ/Ｈ１Ｎ１)の確認について

徳島県で確認された患者（３０代男性）から検出された新型インフルエン

ザについて、タミフル耐性を示すＨ２７５Ｙの遺伝子変異を持つ新型インフ

ルエンザが分離されたとの報告が国立感染症研究所からありましたので、そ

の概要について情報提供します。

なお、厚生労働省によれば、タミフルに対する耐性を持つ遺伝子変異は、

ウイルスの重篤度（病原性）には直接影響を及ぼすものではないとされてい

ます。

＜ウイルス検出の概要＞

１ 国立感染症研究所による遺伝子解析の内容

・オセルタミビル耐性マーカーＨ２７５Ｙを検出した。

・季節性インフルエンザＡ／Ｈ１Ｎ１ウイルスの遺伝子との交雑体ではな

いことが確認された。

なお、今後、国立感染症研究所において、薬剤感受性試験を実施し、最終

判断されることになっている。

２ 患者の経過

・患者は、予防用タミフルを投与中に発症したが、治療用に増量後速やかに

解熱し、治癒した。

・その後、家族を含めた周囲への感染拡大は認められていない。

・なお、患者に渡航歴はありません。
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